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水島における地域中小零細事業所の構造と経営

藤井史朗

序 調査対象地域の産業特性

本章では，水島福田地区に存立する中小零細事業所について，その企業系列下での存立

構造と，そのもとでの経営動向を考察する。

水島は，倉敷市の中でも，高度経済成長期に急成長をとげた重化学工業事業所の集積地

として知られている。確かにその製造業の出荷額を見た場合，倉敷市全体の実に90.5%を

占めている。とりわけ，化学，石油・石炭製品，鉄鋼，輸送用機械の出荷額は，それぞれ

全市の98.7%，99.9%，99.3%，93.5%を占めるなど，ほぼすべてここに集積していると

いっても過言ではない。しかし，このことは，当然にもこの地域がすべてこうした重化学

工業事業所によって埋めつくされていることを示すものではない。すでにみたように(第

2章「重化学工業化と都市の基礎構造J)，製造業事業所数の構成比は全市で最も低く半分

程度であり，むしろ，建設，不動産，運輸通信等の事業所数の構成比が全市で最も多い。

また卸小売業事業所も倉敷地区に次いで高い比率を示し，サービス業事業所の構成比は，

小差ではあるが全市で最も高いのである。このことは，第一に重化学を中心に規模の大き

い製造業事業所が集積していることであり，第二に，しかしながら，地域社会を成り立た

しめる他業種の事業所も決して少なくないことを示している。

製造業に関してみても，機械・金属・化学の事業所数構成比が全市で最も高いことは当

然であるとしても，食料品製造業事業所の構成比も全製造業中16.2%と玉島に次いで高く，

衣服製造業も児島に次いで高いことも看過すべきではない。

このように，水島は大手重化学工業事業所を臨海工業地帯に擁しつつも，実に多様な業

種の事業所を地域社会として有している。そして製造業に限ってみても，臨海工業地帯の

大手企業を支える機械・金属・化学の系列中小零細事業所群，古くからの食料品製造業事

業所，また衣服製造業事業所等が混在しているのである。

なお，調査対象地として選定した福田地区は，水島臨海工業地帯に隣接し，関連する中

小零細企業が多い地区である。しかし埋立地ではなく，かつては農地を主とする地域であっ

た。福田地区は，中畝，南畝，松江，広江，呼松，福田，古新田，東塚からなっている。

呼松地区は，旧福田町の工業集積地であり，児島に隣接していることもあって，縫製の下

請事業所も多い地区である。他方，中畝，南畝は，水島B地区に隣接し，関連企業が特に

多い。

調査は，水島における中小零細事業所の平均的分布を具現しているともいえるこの福田
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地区から，製造業事業所を選定し面接調査を行ない40ケースの回収を得た。以下，これら

の事例分析によって，先に示した水島における中小零細事業所の諸特質の内実を検討して

いこう。

I 調査対象事業所の概要

先にも指摘したように，調査対象となった40ケースの製造業事業所も業種は多岐にわた

る。主要な生産品目等は，調査対象事業所の諸属性について示した表1にみる通りである。

大きく類別するならば， 1機械・機械部品製造J(①~⑦)， 1建設用資材製造J(③ー⑫)，
「石油化学製品製造J(⑬⑪)， 1衣料品・繊維製品製造J(⑬~⑪)，また同じく衣料品を

扱うが，明らかに部分ぬい等に限定された仕事を行なう「衣料品製造関連下請J(⑬-@)， 

さらに「酒造業J(⑬-@)， 1食料品製造J(@@)， 1その他J(⑮~⑩)の業種に分ける
ことができる。重化学工業関連にとどまらず食料品関係や，とりわけ衣服製造関係が相当

数含まれていることが，ここでも確認できる。

ところで，これら事業所のほとんどが，特定の企業に製品を納入する「下請」の形態を

とっている。表1の「主な納入先jを見ても， 1独立J事業所は，角材を製造する@，トレー

ニングウェア製造の⑪，酢・しょうゆ・飲料水製造の⑮，ふすま・しようじ張りを行なっ

ている⑩の 4ケースのみである。残りのおケースは，すべて何らかの企業の下請であり，

系列下にあるといえるが，ここで第一に指摘できることは 1ケース(⑪)を除いて， 1機

械・機械部品製造J，1建設用資材製造J，1石油化学製品製造Jのすべての事業所が，ーっ次
であれ，それ以下であれ，三菱自工，三菱化成，川崎製鉄，中国電力水島関連等，水島臨

海工業地帯の大手企業系列として存していることである。第二に指摘できることは， 1衣

料品製造関連下請」事業所のほとんどが，児島縫製業の下請として存していることである。

第三に， 1酒造業J，1食料品製造業」他の事業所も多くが，他の大手企業の下請となって
いることである。

このように，福田地区の調査対象事業所は，大きく三種の存立形態をとっている。しか

し，これら事業所の地域的分布もまた特徴がある。表2は，これを図示したものである。

三菱・川鉄関連等，水島工業地帯の大手企業関連の事業所(1α.三菱・川鉄関連下請型J)
は，全地域にあるが，特に中畝，南畝，東塚等に多い。「衣料品・繊維製品製造Jや「酒

造業J，1食料品製造」等，その他企業の下請事業所 (1s.その他企業下請型J)も全地域

にあるが，特に「衣料品・繊維製品製造」は広江， 1酒造業J，1食料品製造」の事業所は，
呼松，福田，古新田等を中心としており， α型とは異なる地域を拠点としている。他方，

「衣料品製造関連下請Jの諸事業所 (1Y. 児島縫製業下請型J)は， 15ケース中13ケース

が呼松に集積しているなど，きわだった特徴を示している。

こうした福田地区の事業所の三つのグループは，その系列からも予想される通り，この

地域への根づき方もまた異なっている。表3は，グループ・業種毎に操業開始時期を示し

たものであるが， 1α.三菱・川鉄関連下請型」の各事業所では 2ケースを除きすべて，
「水島」第 3期の新鋭重化大手企業の操業開始期以降の操業となっている。他方， 1 s. 
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調査対象事業所の諸属性と協業の型

系列
業種
ケス
主要生産品目

操業 現在の
資本金

出荷額
主な納入先・系列

従業員 家従 常雇 ノマ ト
労働力の型 家族形態 夫の駿業類型 No. 開始年 経営形態 加工賃 総数 男女 男女 男女

躍
① 工業用計量器 S46 有限 200万 乙日0万 一菱化成，旭化成 5人 1 3 1 1 雇用依存
② 理科実験器具 S39 株式 200万 4，500万 三菱化成，三菱ガス化学，日本調章クラレ 6人 3 1 2 1 家従依存 N 
③ 自動車機械部品 S46 有限 l∞万 &∞o万 三菱自工下請，PSコンクリート関連 7人 l 5 1 1 雇用依存

α ④ 輸送機器(コンベア)飼料プラント S52 株式 制万 1億2，0∞万 先主Z飼料，中部飼料 12人 1 9 1 2 雇用依存
⑤ 自動車部品 S36 株式 1，∞o万 5，∞o万 三菱自工，三国製作所 9人 1 2 1 6 雇用依存

菱 ⑥ 機械部品 S39 有限 140万 l億:6，蜘万 三菱ガス化学，三井造船 4人 1 3 雇用依存
⑦ 鉄鋼，部品加工 S52 有限 200万 1，500万 東洋カロライジング(jJ隊関連) 4人 2 J 2 家従依存 町

鉄関JJI ⑧ 各種鉄骨(建設会社よりの受注) S21 個人 。 1∞万 一菱石油関連，鹿島建設関連 3人 1 I 1 l 家従依存 E 
⑨ ホッパ，パレ yト，架台 S54 有限 ωo万 3，~湖万 島田，堂本{JJI鉄関連) 7人 1 1 1 3 2 雇用依存 N 

連 ⑪ パレァト，手すり，階段 S52 有限 300万 Z日O万 共輩工業，三勝工業(三菱自工関連) 8人 1 I 1 2 4 雇用依存

下請型 ⑪ 角材 S41 有限 笈附万 7，∞o万 独立 3人 2 I 1 家従依存 皿
⑫ 電気配線ダクト，ラック S36 有限 お0万 4，αlO万 富士電量工事，中国電気工事(中国電力関連) 4人 l 3 雇用依存

I1 ⑬ ポリエチレン加工品(倉庫・発送) S38 株式 41:意5，倒防万 120億 萩原工業(独立) 3(本20社人) 1 1 1 1 雇用依存
⑬ 酸素，窒素，電気溶接 S32 株式 900万 4自庫 日本酸素特約，川鉄，日鋼，住重 15人 1 12 2 雇用依存

ま製 ⑬ テント全般 S48 株式 お0万 7，∞o万 ニ菱化成，旭化成，二井造船 4人 1 I 1 2 家従依存 E 一 議料品遍 ⑬ シート・トランクシート・テント S43 個人 ヲ ポート商事 3人 2 1 1 家従依存 N β 
雄造 ⑪ トレーニングウェア S37 株式 500万 2億5，0∞万 独立 54人 1 4 114 (25) 雇用依存
⑬ 作業衣の部分ぬい(ポケット) S48 個人 70万 金光町下請 1人 l 妻単独 皿 溶接工

衣 ⑬ 作業ズボン S37 個人 60万 児島下請 l人 1 。 皿 三菱自工
⑫ ズボンの腰うら S37 個人 90万 。 1人 1 。 酒 7 イクロ

料
⑫ ズボンの腰うら S40 個人 必O万 " 3人 1 I 1 1 家従依存 N 

写真営業

7 ロロロ ⑫ 作業ズボン S48 個人 50万 糸川(児島) l人 1 妻単独 皿 三菱化成

児
製
⑫ 作業ズボン ? 個人 50万 児島下請 l人 1 。 阻 三菱自工

皇室
⑫ 作業シャツ，ジャンパー S37 個人 70万 糸川(児島) l人 1 " N 鮮魚行商

造 @ 作業シャツ，ジャンパー S18-19 個人 70万 児島下請 1人 1 。 ? ? 

関
⑧ 女子学生服 S35 個人 36万 国富被服(児島) l人 l 。 V 日ダ本下ソ請ー

下 ⑫ 上着 S25-26 個人 ワ ⑪(福田) l人 1 。 N 三菱自工
雪 連 ⑫ ズボン，スカート S42 個人 36万 児島下請 1人 1 。

" 薬品工場下
@ 女子学生服 S42 有限 ワ 6，蜘万 福山，高知，大阪 2人 1 1 1 家従依存 V 
⑩ ヤング着，ズボン， HIl S30 個人 70万 児島下請 1人 l 妻単独 V 日興石油

言青 @ 撚糸 S48 個人 ヲ 藤原燃糸(児島) 2人 1 1 1 家従依存 咽
⑫ ズボン縫製 S36 株式 ワ 本社出先 15人 1 14 雇用依存

β ィ酉 ③ 清酒， i酉かす M45 株式 120万 8，∞0万 月桂冠 5人 1 4 雇用依存
造 ⑬ 日本酒 安永2年 有限 日ぬ万 2t車8，0∞万 臼鎗 4人 l 2 1 1 11 1 3 " そ 業 @ 日本酒 M25 株式 ωo万 51意 白鶴 23人 1 7 (15) 。の

高品製遺 ⑮ 酢，しょうゆ，飲料水 T4 有限 100万 紛O万 独立 5人 1 1 2 1 I 1 家従依存 咽
③ つけ物(たくあんそさ円ならつけ) S8 有限 100万 5，600万 二和食品 10人 1 3 1 6 雇用依存 N 

そ ⑧ プフスチック原料販売 S43 株式 4，(削万 3， 362万 石油化学関連 6人 1 5 雇用依存
の
⑧ ⑩ 
印刷 S37 株式 150万 2(;意6，似)()万 学生服の箱(児島へ) 23人 1 141 6 2 。

他 ふすま，しょうじ張り S45 個人 。 7，!rn万 独立 3人 ~ーーι一一」ーー 家従依存 咽

表1
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調査対象企業の系列，業種と地区
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表 3 系列類型・業種別操業開始時期

、操業時系¥繍列F 
α 三菱川町請型 I B 叫業下関

y児島縫製

業下請型

機械・機械建設用石油化学衣料品繊維酒造業食料『1 その他 衣料品製造

部品製造資材製造製品製造製品製造 製 造 関連下請

- 515 @@⑮ @J@ 5 

515-520 ⑫ l 

S20目8-S27
⑧ の 2 

(第 1期)

528-535 
⑬ @⑩ 3 

(第2期)

536-541 
②⑤⑥ ⑪⑫ ⑬ 。 ⑬ 

@@む⑫

(第 3期)
13 

@ 

542-548 
①③ ⑬⑬  ⑬⑩ 

⑬⑫⑫⑮ 

(第4期)
12 

⑫@  

549-558 
④⑦ ⑨⑪ 

(第5期)
4 

五十 7 5 2 3 3 2 3 15 40 

その他企業下請型」の事業所でも， I衣料品・繊維製品製造」及び「その他」の事業所は
同じく第 3期以降の操業である。明らかに，水島工業地帯の創設との関連での操業という

ことができる。しかし， I酒造業」や「食料品製造」業では，昭和15年以前の操業開始で

ある。特に「酒造業jは，すべて明治以前であり，@は実に安永 2年である。これらは，

この地の地場産業ということができるであろう。また IY.児島縫製業下請型」の各事業
所では，第3期以降のものが15ケースと多いが，それ以前からの操業のものも少なくなく，

児島縫製業との関連として，やはり， α型とは異なるルーツを示している。

次に，資本金その他の諸属性を表 lにもどって概観しておこう。

資本金は，個人経営である Y型を除き，ほぼ200万円前後を中心に分布している。しか

し中では， I石油化学製品製造」の二つの事業所は，資本金額が多い。

出荷額・加工賃は，業種によっても大きく異なる。「機械・機械部品製造」では， 1500 

万(⑦)から 1億6000万(⑥)まで分布しており， I建設用資材製造」では，やや低く，

100万(⑧)から7000万(@)である。「石油化学製品製造」や「酒造業Jは，数億レベル

(⑬の120億は本社)で最も高い。これに対し Y型の「衣料品製造関連下請」では，ほ

とんどが50万前後ときわめて低い。

従業員数は 1ケース(⑪)を除いてすべて29人以下，大半は 9人以下と小規模である。

特に「衣料品製造関連下請」は，ほとんど個人である。

ところで，これら事業所の労働力構成に着目するとき，次のことが指摘できる。第一に，

「α. 三菱・川鉄関連下請型」と Is.その他企業下請型」の事業所では，⑮を除いです
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ベて事業主は男であるが， I r.児島縫製業下請型」では， 15ケース中12ケースが女の事
業主であり，他の 3ケースにも妻が加わっていることである。第二に， I建設用資材製造」

の4ケース， I衣料品・繊維製品製造Jの2ケースを含む13ケースが，家族従業員を 1人
以上含んでいることである。いわば「自営業J的性格を予想させるが，こうした点に着目

して，雇用労働力を主とするもの(I雇用型J)，家族労働力を主とするもの(I自営型J)， 
妻単独で行なっているもの(I内職型J)に分けると，表4のように分類できる。 α型，s 
型では全体に「雇用型」が多いが， I建設用資材製造J，I衣料品・繊維製品製造」等では，

「自営型Jも一定の比率を保っている。他方 r型では，大半が「内職型」であるのは，

先に指摘した通りである。

以上みてきたように，水島福田地区の事業所は，その業種を中心に， α型，s型 r型
の全く異なる性格をもっグルーフに分けることができる。以下，それぞれの経営経過を見

ていくが，表 5によって，各事業所の操業開始理由をまとめておこう。全体として「勤め

をやめて事業開始」という個人的事情をあげるケースが多いが， I機械・機械部品製造」
の2ケース(⑤⑥)， I石油化学製品製造」の lケース(⑭)が「元請からの依頼Jをあげ，

「酒造業」の 2ケース(⑬@)， I食料品製造」の 1ケース(⑮)が「先代の事業の継承」

をあげているのは，こうしたタイフの典型的な操業開始理由とみることができる。他方，

「衣料品製造関連下請」の各ケースでは，こうした理由に入らず， Iその他」とするもの
が多い。

表4 系列・業種別労働力の型

系列類型 業百¥労働力の型 雇用型 自営型 内 職 型 計

機械・機械部品製造 ①③④⑤⑥ ②⑦ 7 
a.三菱・川

建設用資材製造 ⑨⑩⑫ ⑧⑬ 5 
鉄関連下

請型 石油化学製品製造 ⑬⑭ 2 

衣料品・繊維製品製造
⑬ 

3 
⑬ 

ー 守 E干物干--

⑬ 

β. その他企 i酉 造 業 ⑮⑩⑧ 3 

業下請型 食料 口仁3口 製 造 @ ⑩ 2 

そ の f也 ⑩⑩ ⑩ 3 

Y.児島縫製
衣料品製造関連下請 ⑫ ⑫⑫⑥ 

⑬⑬⑫⑫⑧⑫ 
15 

業下請型 ⑧⑧⑧⑧⑩ 

言十 18 11 11 40 
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系列・業種別操業開始理由

系列類型 業 種 労働力の型
先代の事業 冗請からの 他部門からの 勤めをやめ

その他 不明 計
の継承 依頼 転換・分離 て事業開始

機械・機械部品製造
雇用型 ③ <2:⑥ ① ④ 5 

α三菱・ 自営型 ⑦ ② 2 

川鉄関連 雇用型 ⑬⑫ ⑨ 3 
下請型 建設用資材製造

自営型 ⑧ ⑪ 2 

石油化学製品製造 雇用型 ⑬ ⑬ 2 

衣料品繊維製品製造 自営型 ⑬ 1 

雇用型 ⑪ 1 
衣料品繊維製品製造

自営型 ⑬ l 

βその他 j酉 造 業 展用型 @③ ⑬ 3 

企業下請 雇用型 ⑪ 1 

型 食料品製造
自営型 ⑬ 

雇用型 ⑬@  2 
そ の 他

自営型 ⑩ 1 

y児島縫
雇用型 ⑧ 

製業下請 衣料品製造関連下請 自営型 ⑫ ⑫⑪ 3 

型 内職型 ⑫@  
⑬⑬⑫⑫ @ 11 ⑮⑫⑬⑩ 

計 5 3 1 13 14 4 40 

表 5

I
H
S
-



n rα.三菱・川鉄関連下請型」事業所の経営経過
「α. 三菱・川鉄関連下請型」事業所15ケースの多くは，先にも見たように昭和36年以

降の操業である。表 6によって創業時の苦労をみてみよう。 15ケース中 4ケース(⑦⑨⑪

⑬)が，資金面での苦労をあげているが，特に「自営型」事業所に，この理由をあげるも

のが多い。また「建設用資材製造」の「雇用型」では「仕事ととること」があげられてい

る。しかし， 1機械・機械部品製造jの「雇用型」ゃ， 1石油化学製品製造」の事業所など

は，とりたてて苦労が述べられていない。こうした点，既に大手企業の下請としてセッ卜

されて出発している事情とかかわっているとも考えられる。操業後の業種・生産品目の変

化についても， 1あるjとするのは，④⑨⑮⑪の 4ケースのみであり， しかも大きな変化

ではない。

しかし，このことは，当然にも，これら事業所がこれまで何ら経営上の苦労や変化を経

験していないということではない。表7に示すように，多くの事業所は，機械導入を中心

とした「合理化」を進めてきている。特に「機械・機械部品製造」の事業所では，⑤を除

いて 6ケースすべてが，旋盤，溶接機， NC工作機などの機械を導入しつづけ，時間短縮

をはかっている。そこでの苦労点として，⑥②は，機械導入資金の問題をあげている。ま

た， 1建設用資材製造」事業所でも， 1開設時からほとんどの機械がある」とする⑨以外の

4ケースはすべて，切断機等の機械を導入してきている。しかしその対極として，⑮が「い

い職人がやめていってしまう。忙しい時期に人手不足」になる点を指摘していること等も

留意すべきである。他方， 1石油化学製品製造」事業所では，特にこうした「合理化」に

ついて示されていない。

このように， α型の事業所は，系列下での下請という位置のもとで創業し，生産品目等

の変化はあまりないが，恐らくは親企業からの要請もあって，これまで機械の更新による

能率向上に努めてきていることをまず確認できる。しかし，日本経済を揺るがした昭和48

年と53年のオイルショックのもとでの不況に，これら事業所はどう対応してきているので

あろうか。

表 8は， 1不況」以降の，経営面での苦労・努力と今後の経営志向を見たものである。

第一に指摘できることは，オイルショック以降の経営面で、の苦労について， 1楽に乗りきっ

た」もしくはNAであるのは 3ケース(⑤⑨③)のみであり，他はすべて何らかの問題

を指摘していることである。特に， 1ロ.納入価格が上らない」が 6ケース(①⑥②⑦

⑭⑬)と多い。元請からのシワょせを見ることができる。また， 11). その他Jとしては，

仕事量の問題(③⑦⑫)など，やはり元請との関係として出されており，人件費(④)，

材料の不足(@)，電気料金の高騰(⑭)なども指摘されている。さらに， 1イ.原材料価

格の高騰」も 2ケース(②⑬)に指摘されるなど，これら事業所は，上下からのはさみう

ちに合っているといえる。

しかし，これらの事業所は，同時に，経営安定化のために様々な手を打ってきている。

15ケース中11ケースが，何らかの対策を講じているが，①は「新製品の開発。これが遅れ

たら終り」といい，⑪が「同じものを売っていたら競争で利益減る。人の売らないものを
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「α三菱・川鉄関連下請型」事業所創業時の苦労と生産品目等の変化

業 種 労働力の型
ケース 操業

創業時の状況と苦労 操業後の業種・生産品目等の変化No. 開始年

① S 46 
サフリーマン生活をしていたが，家と

イ，なし
土地を売り，操業を開始。

③ S 46 NA イ，なし

雇用型 ④ S 52 
独立して一年でこの工場を買う。前の人から安く買い，苦労ない。 ロ，あり， メーカーでもあり商社でもある。今は、
商社にいたときの得意先をおさえられて苦労。独立後，下請化。 90数%メーカーになってしまった。

機械・機械部品製造
受注量のパァっき，多いときは無理。蝦なときは休んでもらったり

⑤ S 36 
する。

NA 

⑥ S 39 技術者の養成面。 イ，なし

② S 39 下請けがいやで，こちらへ来た。 そのまま，理科・科学実験器具をつくっている。
自営型

⑦ S 52 資金→農協から融資。機械→商社から購入。 NA 

⑨ S54 資金ぐり。今だに困っている。仕事をとること。 ロ，製品の数が少なくなった。

雇用型 ⑮ S 52 仕事をとること。
あり 得意先が一社から多社(十分な注文な

ロ ， し)→それに伴って多品様化。
建設用資材製造

⑫ S36 入手不足。 イ，なし，→ずっと一次下請。

⑧ S 21 NA イ，なし
自営型

⑪ S 41 資金→両親から借りたり，銀行から借りたり。製材機と加工機買う。 最近は，新素材が多くなった。

⑪ S38 NA NA 
石油化学製品製造 雇用型

⑪ S 32 NA ロ，あり，酸素→窒素。

衣料品・繊維製品製造 自営型 ⑬ S 48 資金→お得意さんの開拓。 NA 

表6
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「α三菱・川鉄関連下請型」事業所，合理化したところ，苦労したところ

業 種 労働力の型 ケース 合理化したところ 苦労したところNo. 

① 
鉄加工の品速化。これが速くならないとコス

トが安くならない。時間は短縮。

③ 
設備。毎年1-2台入れていく O 今年は，旋

雇用型 盤を l台入れた。

機械・機械部品製造
④ 機械の性能は上がる。合理化はできない

⑤ 簡単な部品なのでない。 付属した設備。電気等に苦労。

⑥ 溶接機等の機械の充実。 資金面，技術指導(機械導入に伴なう)

自営型
② ガラス旋盤，すり合せ機械， S56年に導入。 資金面の苦労はある。

⑦ NC導入。人員変化なし。

⑨ 開設時からほとんどの機械ある。

雇用型 ⑮ 
シャーリング(鉄板切り)，ノコクレーンの導 いい職人がやめていってしまう。忙しい時期に

入戸大きいものを取扱えるようになった。 入手不足。

建設用資材製造 ⑫ 切断など，新しい大きい機械を入れた。 機械の置き場所に苦労。

⑧ 機械更新。その結果，仕事も止まっている。 大手の安全管理が激しい。

自営型
⑪ 
性能が良くて，大きい機械(3年目ij)導入。 余裕ができてから導入(大きい金額なら政府か

人員は変わらない。 ら補助もあるが，小さいのはない)。

石油化学製品製造 雇用型
⑬ 

⑪ 石油精製おちこみ，今売り上げ半減。

衣料品・繊維製品製造 自営型 ⑪ 
一品ずつ，一合理化はできない。機械の性能

は上がるが。

表7
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売る」というなど，新製品を出していく方向が4ケース(①⑬②⑬)によって示されてい

るρ また，効率を上げ，無駄をなくす方向での「合理化」追求も， iコストダウンについ

ていける体制J(⑤)， i経費節約，設備節約J(⑫)等 5ケース(⑤⑫④⑥⑦)によっては

かられている。

それでは，現時点では，どのように経営上の問題点を捉えているのであろうか。ここで

も「ない」もしくはNAは 3ケース(②⑦⑫)のみであり，他の12ケースはすべて何ら

かの回答をしている。その中で，やはり多いのは， iロ.新製品開発による市場開拓」で

あり，①④⑬⑪⑮の 5ケースがこれをあげている。特に， i石油化学製品製造jの2ケー

スはこれをあげる。次に多いのが， iイ.機械化による省力化J(③⑥⑮)， iニ.過当競争

気味の事業所数の再編成J(⑥⑪⑭)とそれぞれ 3ケース存する。すなわち，不況期の経

営安定化の方策と共通のものが現在も意識されているが， i自然陶汰による再編成が必要」

(⑥)という声にもあるような，より激しい競争の方向も意識されているといえよう。そ

の中で， iホ.大手商社やメーカーとの提携による安定的操業」という方向は，わずかに，

「衣料品繊維製品製造」の 1ケース(⑬)しかないことも看過し得ない。

このように， α型の事業所は，不況のもとで，納入価格の据えおき，低下や，原材料価

格の高騰に悩みながらも，新製品の開発や能率向上，節約等によって切り抜けようとして

いる。そして今後の経営志向としては， 15ケース中10ケースが， iロ.現状の規模を拡大

する」もしくは「ハ.他の事業も加えて多角経営をはかる」と積極的である。また， iイ.

現状のまま続けるjと答えている③も， i希望としては，ロ」と答え，⑮も「片腕となる

良い職人がそろったら機械を入れて拡大」と答えるなど，積極志向が全体に多いと言える。

以上のことを整理すると，表9のように示すことができるだろう O すなわち， iα.三菱・

川鉄関連下請型」事業所は，水島工業地帯における新鋭重化大手企業の操業開始のもとで，

そこを主要な納入先としつつ操業を始めてきている。そして，オイルショック以降の「構

造不況」のもとでは，半数をこえる事業所(⑥①②⑬⑭⑬④⑦)が，原材料価格の高騰や

納入価格の据え置き，低下など，元請とのかかわりもあっての「利益低下jに直面し，こ

れらの事業所も含む11ケースは， i機械の導入・高度化」を中心とした経営努力で対処し

てきている。そしてこれら11ケースのうち， 4ケース(①②④⑪)は，現在においても「新

製品開発」に努め 3ケース(③⑥⑮)は， i機械の導入」を志向している。そしてとり

わけ， i新製品開発jを主張する事業所は，すべて今後の経営志向においても積極的である。

しかし他方，⑦⑥⑫など，これまで機械化に努めてきた事業所のうちにも，特に積極的な

経営拡大志向をもたないものも存することも看過し得ない。
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:1] 

をはかる。

fa，三菱・/11鉄関連下請型」事業所，経営面での苦労，問題点と経営志向

業 種 労働力の型
ケ 操業 オイルンヨツクr勝

→具体的に 経営安定化のために力を入れていること
現在の経岳

→具体的に 今営後志の →具体的に
スNo.開始年 グ車鎖画て的苦労 上の問題点 経向

① S46 ロ，へ 新製品の開発。これが遅れたら終り。 ロ ロ

③ S46 
仕事が少なくなったが，今はだんだ

gljl:ない。 イ
もう借金もない。ここ4-5

イ 希望としては，口。
ん良くなっている。2次が一番こたえfゐ 年は，自己資金でやってきた。

機械・機械
雇用型 ④ S52 人件費上り，利益率低下。

製造に関する時聞をできるだけ効率良 ロ→他社にない製品を定量つ 設計のλタッ7を受注できれ

部品製造 くつくる。人と人との関係を大切にする
ロ，へ くっていく。 ロ

ぱ，外注拡げられる。へ→コン λタン卜な受i主。

⑤ S36 1) 
いくらかあったが，自動車と石油は良か

コストダウンについていける体制。 ト 人の解雇の問題は気を使う。 イ 現欣維持できれば良い方。
った。全体的には楽にのりきった。

⑥ S39 ロ，ホ，ト，千 仕事量の確保。高付加価値のものを。 イハニへ 自然陶汰による再編成が必要。 ロ
メーカーのダイレクトだから

争後拡大してゆきたい。

② S39 イ，ロ 安くて良い製品を出す。 ない
自分でしっかりやっていくし

ロ
息子がいるから，理科半全搬

自営型
かない。自力でいく。 でやっていく。今は特殊なもの

⑦ S52 ロ，リ 仕事量，工賃安い。
開始の頃に比べて1時間半位長い。消

N A N A 
耗品を雑に使わない。

⑨ S54 N A ノ、 ロ 方針はまだ決めていない。

雇用型 ⑬ S52 ノ、 人材の安定 イ，ト
卜→片腕として働いてくれる

イ
片腕となる良い職人がそろっ

人が欲しい。 たら，機械等を入れて拡大。

建設用資材
⑫ S36 元請の仕事量に影響。

冗請次第。その他は経費節約，設備
N A イ

製 造 節約。

⑧ S21 ト 自分のは何，みかて今のも蝿後仕曲葉事。才を考えているNA. こと 定年奮を集 ロ，ホ

自営型
めて 仕をすること o 

⑪ S41 
下から注文はあったが，材料が手に入 どうしようもなかった。材木はどうに

一 ロ
らない。 もならない。

⑬ S38 イ，へ 値くずれの防止，新製品。 ロ 新しいもの。 ノ、
新製品の開拓に力。付加価値

石油化学製 高める。

日日口 告署交川 1、生旦
雇用型

巌近.値引き，安売り攻勢。電気料金 同じものを売っていたら競争で利益減 コンヒMユータを入れて事務を 今年に入って設備投資一つや
⑬ S32 ロ

が上がる o るO 人の売らないものを売る。
ロ，二

合理化する。
ロ

る。液化炭酸ガスの液化操置。

衣料品繊維
自営型 ⑬ S48 ロ

何社も見つもり，人間関係で仕事とる L
ロ，ホ イ，ロ

イ→不況下でいかに自分を

製品製造 かない。損してはできない。 ードしていくから

表 8

人その他

ー
ロ
C
1



表 9 I a，三菱・川鉄関連下請型」事業所，経営経過の概括

話取器当i機械の導入 新製品開発 下請の活用 生産増強 その他 時にないN A 

機械の導入・高度化
③@⑮ @@.@@. ⑦⑧@⑫ 

ノ口〉、

下請けを減らす

E里
@ 

そ の 他

イヒ @ ⑤@  
特にない， N A 

経
手Ij 益 低 下

@ 
88@@  

⑦. 

ι邑立. 新 製品開発 @ 
上 多 日E口I 種化

の
そ古~ の 他

③⑬ ⑤@.⑫ 

労
特にない. N A ⑧.CD 

」ー

。は，規模拡大・多角化志向 O.は自営型
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皿 r s.その他企業下請型j事業所の経営経過
rs.その他企業下請型」事業所11ケースのうち， ri酒造業J，r食料品製造J等の事業
所は，先にも見た通り，とりわけ創業年次が古く，先代以前の創業である。表10を見ると

き，⑮は， r商業学校を出ていたし，新入社員のようなもの」と，継承時について語る。
他方，⑬@⑮⑩は，資金の苦労について述べている。

操業後の業種・生産品目等の変化iこついては 2ケース(@@)を除いて， rなし」も
しくは， NAである。そして， rあり」とする⑮⑪もその内容は，月桂冠，白鶴など大手企
業の下請となる形での変化である。

古い歴史をもっ地場産業にも，このように大手の系列化が進んできていることが，この

事例からも分かるが，こうした中で，表11にみるように，機械化を中心とした「合理化J
も進められてきている。「酒造業jでは，びんづめ機，運搬機，また，@の漬物業では，

みじん切り機等が導入されている。そして， @@@等，資金面での苦労をしたとしている。

しかし他方， r衣料品・繊維製品製造」ゃ「その他」の事業所では，⑮を除いて，機械の
導入・更新について語られていない。

これらの事業所へのオイルショック以降の不況の影響は，より深刻に現われているよう

に思われる。表12に見るように 5ケース(⑪⑬@@@)が， rロ.納入(販売)価格が
あがらない」とし，ダブリはあるが 4ケース(⑪⑬@@)が， rイ.原材料価格の高騰」
をあげていることにもそれは垣間見ることができる。そしてそれは単に元請との関係では

なく， @@が「噌好の変化Jを指摘し，⑬が運輸業の不振とのかかわりで「注文が減る」

ことを指摘するなど，この業種の生産品目と密接にかかわっての不振であるといえる。さ

らに， rリ.その他Jとする@が「近年メーカ一間の競争がきっくなった」と語り，⑩も「仕
事もらうのに精一杯」というなど，先の状況のもとでの業界の過当競争も見ることができ

る。

こうした状況のもとで，経営安定化のために力を入れていることは， r酒造業」では， r売
上げ(自力ブランド)の増加J(@)， r生産量をふやす。合理化するJ(⑮)ことであり，
「食料品製造Jでは， r新製品の開発J(@)や「商品の多様化J(⑮)があげられる。し
かし， r衣料品・繊維製品製造J他の事業所では，とりたててあげられていない。少なく
とも， rα.三菱・ JII鉄関連下請型Jの諸事業所よりも全体としては，消極的である。
現状の問題点としては，⑮⑪⑮が，やはり「ロ.新製品開発による市場開拓」をあげて

おり，⑬@は， rハ.自己資金力の強化Jをあげる。他方，その他のケースでは， rコスト
アップJ(@)， r納期に間に合わせるJ(⑩)等，様々である o
F型の事業所は，今後の経営志向においても， α型に比べ消極的であり， rロ.現状の
規模を拡大する」と答えているのは， @@⑮⑩の 4ケースのみである。⑪@@⑮は，現状

維持であり， r自営型」の⑬⑮等は，後継者問題から， rホ.いずれ撤収，閉鎖する」と答
えている。こうした点， r自営型」事業所の特質ともいえよう。
以上のように， r s.その他企業下請型」では， α型以上に，業種レベルでの不況の影
響を受けている。その中で「酒造業」や「食料品製造」等，古くからの事業所は，なお，

。，臼
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生産増強や新製品開発の志向性をもっているが，それ以外の事業所では，経営志向は消極

的である。これを概括したのが，表13である。@@@⑬⑪@等が，原材料価格の高騰や納

入(販売)価格の停滞等， r利益低下」に直面しているが， r新製品開発」を志向している
のは，⑮@@の 3ケースのみであることを確認できる。

表 10β，その他企業下請型」事業所創業時の苦労と生産品目等の変化

業 種 労働力の型
ケー 操業

創業時の状況と苦労
操業後の業種・生産

スNo. 開始年 品目等の変化

衣料品・繊維製品
雇用型 ⑪ S37 個人30人いて，税金とられる。 NA 

製 1、昼旦三
自営型 ⑬ S43 資金調達→銀行や問屋から前借り。 NA 

③ M45 NA 
ロ，あり 5-6年前か
らオケ売りロ温減っている

j酉 造 業 雇用型 ⑬ 安2永年 NA 
ロ，あり，ハクツルの下

請となる。

③ M25 商業学校を出ていたし，新入社員のようなもの。 イ，なし

雇用型 ③ S8 資金，おとから8ω円，→のこぎりを修理 イ，なし

食料品製造

自営型 ⑮ T4 自作，米(小地主)→農地改革でなくなる。 イ，なし。

プフスチッ
③ S43 NA NA 

ク原料販売
雇用型

終戦まで田舎で百牲。 S30年まで印刷機械の設備修理」
その他 印 届リ ⑬ S37 

その後，岡山へ思うような機械，材料手に入らず，資金も苦労。
NA 

ふすま，し
自営型 ⑩ S45 お金の面→資本金を出すのになかった。 NA 

ょうじ張り

表11β，その他企業下請型」事業所，合理化化したところ，苦労したところ

業 種 労働力の型
ケー

合理化したところ 苦労したところスNo.

衣料品・繊
雇用型 ⑪ 下請けを減らす。

縫製品製造
自営型 ⑬ NA 

③ 
びんづめオートメ機導入，フベルはり，

資金調達。
エアシユーター。

酒造業 雇用型 ⑬ 
大量生産できるようになって相対的に合理
化。 1日にどれだけ白米処理できるかカず問題。

⑮ 
運搬の機械化。S40-45にぽつぽつ増やして 国の中小企業資金。それ程負担ではなかった
いった。今全工程機械。 (無利息)。

雇用型 ⑪ 
S47-48，みじん切りの機械。ふくろづめ
のシールの機械化。

食料品製造

自営型 ⑬ びんづめ機，自動び、ん洗い機。 資金面

⑬ 粉砕機2台，ミシンl台最近増えた。
雇用型

手いっぱ¥ミやってきたから，今，人減ら
その f也 ⑮ NA 

すことはできない。

自営型 ⑩ NA 

内ぇ
u
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トー

・h

業 種

衣料品・繊維

製品製造

i酉 造 業

食料品製造

そ 。〉 他

労働力
の型

雇用型

自営型

雇用型

雇用型

自営型

雇用型

自営型

ケース 操業

No. 開始年

⑪ S 37 

⑬ S 43 

@ M 45 

安永
@ 
2 年

@ M 25 

@ S 8 

@ T 4 

⑧ S 43 

⑮ S 37 

⑩ S 45 

表12 「β，その他企業下請型」事業所，経営面での苦労，問題点と経営志向

オイルショ
経営安定化のために力を 現在の 今後のyク以降の

ト→具体的に 経営上の 一→具体的に 一→具体的に
経苦営労面での 入れていること 問題点 経営志向

生産調整 あまり無理し 全部上だが，生産性をこれ

イ・ロ
て作ら辛い。→需要があ ト 以 ，下げるのは無理。

イ
るから。

運輸業も不振が破。 トラック 息子のことを考えると，

イ・ロ
もシート れるほど ノ、 ホ 早めに他にしっかりした
荷を積まない→破れない 職についた分が良い。
→注文減る。

i酉離れ。需要の減退。し好 売上げ(自力プランド)実 30年前と比べて売り上げ 原料く米の自由購入。酒税

イ・ロ
の変化。 の増加。財務内容の充 口・ノ、 2分の lに。生産工程近 ロ 安

代化需用拡大。余力の
あるうちにすればよかった。

近年，メ カー聞の競争 コストア yプ。酒関係の従 まじめな酒たづくり。稼を動
1) がきっくなった。

ト 業員の減少 イ
率を上げ良い品物つ
くる。

イ→重j由，ぶどう糖1.5 生産量をふやす。合理化 代入米に代わる何かを考 多角にするのは，他にい

イ・ホ 倍。 → 3トン12人でしていた えている。
イ
いものがない。

ホ→国げ家公務を員が上がる 仕込を， 5トン， 12人に
と上ざる得ない。 する。

ロ→この 3-4年黒字。 新製品開発。新づけ等

ロ・リ
1)→し好の変化lパン食)

ロ・ト ロ

ここ 3-4年販売不振7c。 商品の多様化。将来性は 後継者がいない。

ロ
スーパーの進出。乱 。 ない。 ニ・ロ ホ
利益率低下。

今，考えている段階。 設備投資するときではな

NA ホヘ 1'0 ロ

S 52に火災 長くからやっているから 大きくしたいと思っても

1) 得意先固定。オイルショ
ない。 イ

市場，仕事がともなわな
ック以降値，ロ y トが小さ Lミo

くなって 段も競争。

仕事もらうのに精一杯 納期に間に合Irわせること。 子供大きくなったとき，

1) ト 早目に仕上 ての仕事。 ロ 継げるようにしていきた
得意先広げるのは無理。 いが，今の状態では無理。
おちついて待っている。



表13 's，その他企業下請型」事業所，経営経過の概括

これまでの労合理化， 現在の経位営墾上11 機械の導入 新製品開発 下請の活用 生産増強 そ の他
ヰ寺にない

経営上の普 NA 

機械の導入・高度化 @⑨@  @ ⑪③  
三口入

下請けを減らす o 
玉里
そ の 他 ⑮ 

化
特にない.NA ⑬. @. 

車王 手リ 益 低 下 @⑩.③ ⑬. @ @ 
ρ呂主4

新製品開発多品種化上
の そ の 他 @ @. ⑧ 
苦
労 特にない・ NA ⑬ 
」一一一 ι一一一ー 一 一
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'
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N rγ.児島縫製業下請型」事業所の経営経過
これまでの二つの型の事業所に対し， rγ.児島縫製業下請型」事業所は，全く異なる

くにゅう

性格をもっている。 15ケース中11ケースと大半は，いわば児島縫製業の下請「工縫J層

であり，これらは，事業所というよりも家庭「内職」である。そして，これらの家庭にお

ける夫の職業は，先の表1にも示したように，三菱自工等，水島の大手企業勤務が多い。

表14を見ると，特にこれら「内職」層の創業動機は，⑫が「夫が病気で 2人の子供を

かかえて，市の保護を受けた。夜11時まで働く j，⑫が「生活補助をもらうわけでないので，

子供を大きくしなければと夜遅くまでアイロンとかしてた」と語るように，子供をかかえ

ての生活費の不足分を補うといったことが考えられる。そして仕事柄， ミシンの入手が現

実のきっかけとなる。

また，これまでの仕事内容の変化等は， r学生ズボンがGパンに変わるj(⑮)等の変化
以外は，ほとんど存しない。

これまでの操業上の苦労・問題点，今後の経営志向については，表15にまとめた。経営

(仕事)上の苦労は， @@@が， rロ.納入価格があがらない」ことを指摘する以外， NA 
が多い。また，現在の問題点も， r自営型」の⑫が， rロ.新製品開発による市場開拓j，
⑮⑩が「イ.機械化による省力化」をあげている以外ほとんどがNAである O さらに，今

後の志向性についても，⑫が「子供が高校まではがんばる」といい，@が「少しでも金を

もらえる限りやっていく。じっとしているのももったいないJと語るように， NAを除き

すべてのケースが現状維持志向であることが分かる。

このように γ型の，とりわけ「内職型」においては， r家計補助」的な動機から，細々
と続けていくといった性格がみてとれる。少なくとも， α型， s型の事業所とは全く異質

である。
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表14 ry，児島縫製業下請型」事業所創業時の苦労と生産品目等の変化

業 種 労働力の型
ケス

操開始業年 創業時の状況と苦労 操業後の業種・生産品目等の変化No 

雇用型 @ S 36 NA NA 

⑫ S 40 裁断も何も手でしていた。 ロ，あり。生I也がはやりによって変わる o

自営型 ⑫ S 42 有百限にしたとたん，行親死んで苦労した O 展示会を見に行って，縫い方を
縫い方は，全く変わった。ていねいになった。

貨庖とかに見に った。 数より品になった O 下請→有限

@ S 48 作成技術，研修，銀行から。 イ.なし。

⑬ S 48 NA イ.なし O

⑬ S 37 NA イ.なし。

⑫ S 37 ミシンは，会社から借りている。 イ. なし o g要うら，す品っと同。

火料品製造 ⑫ S 48 ない。 丸首. y首， デザイン変わってァ機ス械ナ化ー進付んで，
ファスナー必要ない{体育着のフ け)0 

、a

関連 F請
⑫ 守 オイルショックで， ミシンの在庫が2台しかなくて，やっと手に入れた。 学生服から作業服に。検査がうるさい。

内職型 ⑫ S 37 
夫が病気で 2人の子供をかかえて，市の保護を受けた。夜.11: 00ま イ.なし。
で働く。

@ S 18 前は工場で仕事していたけれど， ミシンができてから自分の家でやるよ ロー仕事先がいろいろ変わる。
-S 19 うになった。

⑫ S 35 ミシンに慣れることと，内職に慣れること。
イ.収入は3分の l位になった。子供も大きく
なったから，若い時みたいには働かない。

⑪ 
S 25 生遅活補助をもらうわけでもないので，子供を大きくしなければ，と， ロ.はじめはズボン。その後上着→ジャンパー
-S 26 夜 くまでアイロンかけをしていた。

⑫ S 42 NA ロ.学生ズボン→Gパン

⑩ S 30 NA イ.あまりないが，縫いがきびしくなった。



'y，児島縫製業下請型」事業所，経営面での苦労，問題点と経営志向表15

的w 喜三在自ド具自ヲ体
経営安定化の元丙lこ|現在あ雇鷲L一日
力を入れていること|上の問題点「一→宍
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納期を守ること o
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早く縫ってくれとか，そ
ういうのがない。

ロ37 

S 18 
-s 19 

S ⑫ 

@ 

型1議内

NA 

元気な問。
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V まとめ

以上，見てきたように，福田地区の事業所は，業種とかかわる大手企業との系列関係，

そしてまた創業の経過によって異なる性格をもっている。それらはまた，そこに働く人々

にも異なる条件を与えていると思われるが，賃金水準についていくつかの事例を示してお

こう。

「機械・機械部品製造」で「雇用型Jの①は， 25歳男子で約12.5万， 35歳男子で 115万

円以上J，また③は日給月給をとっており 1日8000円一8500円，月平均では17-18万に

なる。「自営型」の②では 1日5800円，また， 1建設用資材製造」の「自営型Jの⑧は，妻
に月 7万円払うとしている。

他方， 1衣料品製造関連下請」の「内職型」では，そもそも加工賃が年間50万円前後と

いう水準で、あり，⑬は「中元程度」にしかならないと語っている。

さて，これまで見てきたように，福田地区の中小零細事業所は，大半が大手企業等の下

請系列に位置している。そしてそこには，機械部品，建設資材，石油化学製品製造の「α.

三菱・J11鉄関連下請型」事業所，衣料品・繊維製品製造，酒造業，食料品製造の Is.そ
の他企業系列型」事業所，衣料品関連の下請である IY.児島縫製業下請型」事業所とい
う，ルーツも性格も異なる三つのグルーフが存していた。このように，第一に，機械製造

等の事業所が，一次であれ，それ以下であれ，大半が三菱や川鉄といった大手企業の系列

に属すること，また，酒造業等の地場産業も今や大手の傘下におさめられていることを確

認できる。

第二に a s型の各事業所は，これまでも機械化を軸とした経営努力を重ねてきてい

るが，不況の影響はこれら事業所に明瞭に現われていた。その内容は，主に納入価格の停

滞と原材料価格の高騰による利益低下であるが， α型ではそれが系列下の圧力として現わ

れるのに対し，戸型では，より製品内容に関わる不況として現われている。

第三に，こうした状況に対し， α型の各事業所では，なお新製品開発や機械化等を追求

して乗り切り，さらに規模拡大を進めようという積極的な経営姿勢が見られるが，s型の

事業所では，全体に対応は消極的であり，特に衣料品・繊維製品製造その他の事業所では，

明瞭に消極姿勢がみられた。そしてそこには， 1自営型Jであるが故の後継者問題もから

んでいることも指摘できる。

第四に Y型の「内職型」事業所では，不況その他の問題とも特にかかわりなく，年間

50万円程度の加工賃という水準でなら，元請とのかかわりにおいても，家計補助という内

発的動機においても，現状のまま続けていくことが可能と捉えられていることも明らかと

なった。しかし，いずれにせよそれらが，児島縫製業全体の動向に左右されるであろうこ

とはいうまでもない。
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